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3月議会ひらかれる 
国に対する意見書 
25議員が一般質問に立つ 
委員会活動 
17年度予算決まる 
もとす小規模授産所「ほたる」 
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P  2 
P  3 
P16 
P20 
P24

もとす小規模授産所 

議会だより編集特別委員会 
三島  智恵子  
若原  敏郎  
◎  ○  村瀬  明義  

長谷川  勝彦  
鵜飼  静雄  
国井   博  

ほたる授産所では、働く喜び、生きがい、自活に必要な訓練を行うことを目的とし、みんなで頑張っています。 

こんな学習をしています。 

①社会経済活動参加のための学習 
様々な作業を体験することで、働くことの厳しさ、 

仕事に対する責任や、やりがいを見つけると共に 

仲間同士の協力の大切さを学んでいます。 

作業内容は下請け委託、除草作業、 

自主製品づくり畑や花壇づくりにがんばっています。 

②社会生活の学習 
ほたるでの日常生活を通して、自立できる力を 

身につけていく。 

生活習慣の学習（健康管理、家事・家庭管理、 

金銭貴重品管理等） 

社会参加のための学習（社会ルールを理解し守る、 

交通機関の利用、趣味・余暇活動） 

「障がいがあってもなくても」同じように生きていきたい。本巣市にしっかり根をはって、地域の中であたりまえの生活がしたい。 
皆と一緒に生きていけるようにと、ひとりひとりが毎日頑張って生活をしています。 
皆さまのお力をお借りしながら充実した生活ができることを願っています。 

「
ほ
た
る
」
で
は
、こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
！ 

紙
袋
の
下
請
け
作
業（
組
み
立
て
、の
り
付
け
・ 

ひ
も
通
し
）を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。 

仕事 

社
会
参
加
の
た
め
の
訓
練
と
し
て
ほ
た
る
の 

み
ん
な
で
日
帰
り
研
修
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。 

研修 

学習 

お仕事が大変な時も 
あるけど、みんなで力を 

合わせてがんばっています。 

やぎさんおいしい！？ 
たくさん食べてね 

第 号 6 議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●もとす小規模授産所「ほたる」● 

24



議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 

3 2

稲
葉 

信
春
議 

員 

　３月８日～29日、平成17年第１回議会定例会を開き、人事１、 
条例の制定3、条例改正12、規約・協議５、16年度補正予算５、 
17年度予算７、道路認定・廃止１を審議、決定しました。 
又、意見書１件を採択して関係機関に送り、教育関係の意見書２件 
は廃案にしました。 

2つの意見書を不採択 

　
政
府
は
障
が
い
者
が
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
、
一
割
負
担
を
求
め
る

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
障
が
い
者
自
立
支
援
給

付
法
案
」
を
国
会
に
提
出

し
た
。 

　
5
年
前
、
自
分
で
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
で
き
て
、
し

か
も
、
負
担
は
所
得
水
準

に
応
じ
た
（
応
能
負
担
）

の
考
え
方
で
「
支
援
費
制

度
」
を
導
入
し
た
が
、
今

に
な
っ
て
障
が
い
者
が
利

用
す
る
サ
ー
ビ
ス
量
が
増

え
る
ほ
ど
自
己
負
担
を
高

く
し
て
い
く
方
式
（
応
益

負
担
）
に
切
り
替
え
よ
う

と
し
て
い
る
。 

 

　 

　
　
　
記 

１
、
利
用
者
の
負
担
増
を

　
　
招
く
応
益
負
担
制
度

　 

（
利
用
料
定
率
負
担
の

　
　
導
入
、
公
費
負
担
医

　
　
療
制
度
の
見
直
し
）

　
　
を
実
施
し
な
い
こ
と
。 

30
人
以
下
少
人
数
学
級
の 

実
現
を
求
め
る
意
見
書 

　
学
級
規
模
を
小
さ
く
し
、
子
ど
も

と
教
師
と
の
間
を
よ
り
密
接
な
関
係

に
し
意
思
疎
通
を
図
り
、
行
き
届
い

た
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
少
人
数
学
級
の

実
現
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の 

堅
持
を
求
め
る
意
見
書 

　
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
憲
法

に
も
あ
る
よ
う
に
義
務
教
育
は
無
償

で
、
ど
の
子
に
も
豊
か
で
健
や
か
に

学
ぶ
機
会
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
の
責

任
で
の
充
実
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。 

　
国
・
地
方
財
政
の
三
位
一
体
改
革

に
関
す
る
協
議
会
で
暫
定
と
は
い
え
、

８
５
０
０
億
円
を
地
方
に
税
源
移
譲

の
内
容
に
組
み
込
ま
れ
た
。 

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
法
案
の 

改
正
を
求
め
る
意
見
書 

（賛成少数）主な理由（国会審議中のため） 意見書を採択 議員提案による  

25議員が一般質問に立つ 

ハ
イ
ツ
集
会
所
の
改
修
を 

　
い
ま
、
高
齢
化
の
中
、
宝
珠
ハ

イ
ツ
も
６０
歳
以
上
が
数
年
で
５
０

０
名
を
突
破
し
ま
す
。  

　
全
員
で
懇
親
会
を
開
こ
う
と
し

て
も
１
０
０
名
で
い
っ
ぱ
い
。
な

ん
と
か
集
会
所
の
改
築
が
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

第
2
公
民
館
建
設
で 　

内
藤
・
市
長 

　
高
齢
者
の
福
祉
拠
点
を
市
内
３

カ
所
中
心
に
、
「
も
と
バ
ス
」
に

よ
っ
て
利
用
し
や
す
い
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
に
適
し

た
住
宅
改
善
を
推
進
し
て
い
ま
す
。  

　 

ご
質
問
の
「
仮
称
老
人
憩
い
の

家
」
の
建
設
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
宝
珠
ハ
イ
ツ
の
第

２
の
公
民
館
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
市
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
進

め
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。  

　
本
巣
市
の
高
齢
化
率
は
年
々
高

く
な
っ
て
お
り
、
２
月
末
現
在
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
６
７
９
７

人
、
高
齢
化
率
は
19．
３
％
で
、
昨

年
の
２
月
末
と
比
較
し
ま
す
と
６５

歳
以
上
の
方
は
１
９
５
人
増
加
し
、

0.4
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
地

域
の
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
今
後
と

も
進
め
て
い
き
ま
す
。 

H17年/2/15現在 

H17年度 

H18年度 

H19年度 

H20年度 

H21年度 

H22年度 

256人 

278人 

298人 

346人 

393人 

453人 

502人 

S20年 

S21年 

S22年 

S23年 

S24年 

S25年 

■宝珠ハイツ今後の60歳以上の人口予測 

22人 

20人 

48人 

47人 

60人 

49人 

生まれ年度 増加 
60歳以上（合計） 

合計 

郷
土
偉
人
を
教
材
に 

　
市
内
の
小
中
学
校
の
外
部
か
ら

の
不
法
侵
入
者
に
対
す
る
安
全
対

策
は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
市
内
の

郷
土
偉
人
を
小
中
学
校
の
教
材
に

取
り
入
れ
、
郷
土
に
対
す
る
誇
り

を
持
つ
よ
う
に
し
て
は
ど
う
で
す

か
。
そ
し
て
、
学
校
教
師
の
精
神

面
と
徳
育
に
つ
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
り
、
強
化
を
は
か
っ
て
は

ど
う
か
。 

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
原
動
力
に 

高
橋
・
教
育
長 

　
安
全
対
策
の
た
め
、
登
下
校
時

の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

配
置
、
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
、

集
団
に
よ
る
登
下
校
の
実
施
に
よ

り
、
子
ど
も
自
ら
身
を
守
る
た
め

の
指
導
を
継
続
し
ま
す
。
地
域
で

子
ど
も
を
守
る
体
制
を
作
り
警
察

と
も
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。  

　
地
域
の
偉
人
を
取
り
込
ん
だ
教

育
活
動
は
古
田
織
部
に
つ
い
て
、

本
巣
小
・
中
学
校
で
茶
碗
づ
く
り
、

真
桑
小
学
校
で
は
福
田
源
七
郎
を

称
え
た
真
桑
人
形
浄
瑠
璃
に
つ
い

て
の
総
合
学
習
、
高
木
貞
治
博
士

に
関
し
て
は
、
算
数
・
数
学
甲
子

園
の
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
郷
土
の
偉
人
を

学
習
し
、
将
来
へ
の
夢
や
あ
こ
が

れ
を
抱
く
原
動
力
と
し
て
大
切
に

し
ま
す
。  

　
指
導
す
る
教
職
員
こ
そ
が
人
間

尊
重
の
精
神
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る

人
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。  

 

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の
火
災
防
止
を 

　
爆
発
事
故
の
原
因
、
経
過
は
ど

う
で
す
か
。
爆
発
で
の
カ
ド
ミ
ウ

ム
の
飛
散
は
な
か
っ
た
か
。
今
後

爆
発
・
火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う

ど
ん
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
か
。 

再
発
防
止
の
報
告
が 高

木
・
助
役 

　
石
炭
の
自
然
発
熱
で
大
量
の
可

燃
ガ
ス
が
発
生
し
、
引
火
爆
発
と

推
測
さ
れ
ま
す
。  

　
石
炭
に
カ
ド
ミ
ウ
ム
成
分
は
な

く
飛
散
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

　
４
点
の
再
発
防
止
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。  

  

本
巣
市
の
文
化
祭
と
公
共
施
設
に
つ
い
て 

■
市
が
管
理
す
る
「
も
と
バ
ス
」
に
つ
い
て 

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
救
命
マ
シ
ン
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
」 

そ
の
他
の
質
問 

そ
の
他
の
質
問 

一
　
般
　
質
　
問 

●3月議会ひらかれる● 
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大
熊 

和
久
子
議 

員 

大
西 

徳
三
郎
議 

員 

堀 

守
議 

員 

授
産
所
事
業
の
援
助
を  

　
本
巣
市
の
授
産
所
事
業
の
経
営

内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
授
産
所
事
業
の
「
商
品
」
に

つ
い
て
の
検
討
と
、
市
行
政
の
利

用
に
つ
い
て
。
そ
し
て
授
産
所
福

祉
工
場
的
な
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。 

製
品
利
用
で
支
援
し
ま
す 

中
村
・
健
康
福
祉
部
長 

　
３
カ
所
で
所
生
３１
人
が
自
立
に

む
け
て
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ガ
ー
の
ウ
レ
タ
ン
付
け
、
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
ゴ
キ
ブ
リ
団
子

（
薬
事
法
の
関
係
で
販
売
は
保
留
）

な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

非
常
に
低
い
賃
金
と
な
っ
て
い
ま

す
。  

　
市
職
員
の
胸
の
名
刺
は
施
設
の

製
品
で
す
。
行
政
と
し
て
製
品
の

利
用
支
援
を
し
ま
す
。  

根
尾
能
装
束
の
里
帰
り
を 

　
地
域
に
は
有
数
の
文
化
財
が
あ

る
が
、
市
民
と
し
て
知
ら
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
根
尾
の
能
装
束

も
外
部
で
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
で
き

ま
せ
ん
。
一
度
里
帰
り
を
計
画
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
高
木
貞
治
博

士
の
遺
品
も
展
示
場
所
を
考
え
て

は
ど
う
か
。
「
織
部
遺
産
」
「
真

桑
文
楽
」
に
つ
い
て
も
、
収
蔵
さ

れ
、
展
示
す
る
美
術
館
的
施
設
は

散
在
し
て
い
る
が
、
収
蔵
・
学
芸

員
の
配
置
で
は
中
途
半
端
で
は
な

い
か
。 文

化
財
親
し
む
機
会
つ
く
る 

高
橋
・
教
育
長 

　
施
設
が
不
備
と
文
化
庁
は
不
許

可
で
し
た
が
、
所
有
者
の
春
日
神

社
が
主
体
の
と
き
は
展
示
で
き
ま

し
た
。
神
社
な
ど
関
係
機
関
と
協

議
し
文
化
財
に
親
し
む
機
会
を
つ

く
り
ま
す
。  

　
美
術
館
・
資
料
館
に
つ
い
て
は  

新
市
建
設
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
の
で
困
難
で
す
。
既
存

の
施
設
を
利
用
し
た
特
別
展
を
開

催
し
ま
す
。 

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、 

保
育
所
の
不
審
者
対
策
は 

①
避
難
、
保
護
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は 

②
各
学
校
で
の
不
審
者
予
防
、
避

難
訓
練
は 

③
周
囲
の
人
々
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
考
え
は 

今
後
安
心
・
安
全
な 

街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す 

高
橋
・
教
育
長 

①
市
内
の
す
べ
て
の
幼
稚
園
、
小

中
学
校
に
は
不
審
者
対
策
の
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
教
育
委

員
会
よ
り
実
効
あ
る
安
全
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
、
園
や

学
校
の
安
全
管
理
を
見
直
し
、

安
全
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。 

②
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
即
し
た
子
供
達

へ
の
指
導
と
教
職
員
の
安
全
管

理
対
策
な
ど
を
受
け
て
、
警
察

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
訓
練
を

し
て
い
ま
す
。 

③
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
を
し
て
保
護
者

や
地
域
の
方
に
、
子
供
達
の
安

全
を
守
れ
る
よ
う
現
在
も
啓
発

を
続
け
て
い
ま
す
し
、
今
後
も

地
域
社
会
や
家
庭
の
協
力
を
得

て
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
の

推
進
に
努
め
ま
す
。 

次
世
代
育
成
支
援
対
策 

推
進
法
に
基
づ
く 

行
動
計
画
策
定
は 

　
計
画
は
新
市
建
設
計
画
を
踏
ま

え
て
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
、
基

本
理
念
と
現
実
に
向
け
た
基
本
目

標
を
掲
げ
ら
れ
ま
す
か
。
行
政
の

施
策
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
す
る

前
に
市
民
参
画
の
手
段
と
し
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
採
用
す

る
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。 

行
動
計
画
策
定
委
員
会
の
中
に
、

市
民
の
考
え
の
取
り
込
み
を

し
ま
す 

中
村
・
健
康
福
祉
部
長 

　
次
世
代
地
域
行
動
計
画
策
定
委

員
会
を
15
名
の
委
員
で
設
置
し
6

回
の
会
合
を
お
こ
な
っ
て
、
現
状

と
課
題
・
施
策
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
基
本

理
念
・
基
本
施
策
に
つ
い
て
協
議

し
市
民
へ
の
啓
蒙
を
図
り
ま
す
。 

　
市
民
参
画
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ

ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行

い
意
見
集
約
を
行
っ
て
意
見
を
聞

け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。 

 

都
築
紡
積
工
場
跡
地
の 

公
共
施
設
へ
の
活
用
と 

保
育
対
策
は 

　
国
は
就
学
前
の
教
育
と
保
育
を

一
体
と
し
た
総
合
施
設
モ
デ
ル
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
本
市

と
し
て
名
乗
り
を
挙
げ
る
考
え
は
。

予
算
で
は
利
用
計
画
策
定
経
費
も

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
る
幼
児
園
の
統
合
施
設

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

幼
児
園
総
合
施
設
モ
デ
ル 

事
業
と
し
て
設
置
し
ま
す 

内
藤
・
市
長 

　
「
総
合
施
設
モ
デ
ル
事
業
」
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
県
へ
計
画
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
計
画
は
幼
稚

園
と
保
育
所
が
互
い
の
良
さ
や
機

能
を
補
い
合
う
事
に
よ
り
幼
児
教

育
の
充
実
及
び
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
た
制
度
を
求
め
て

い
ま
す
。
市
は
跡
地
に
幼
児
園
統

合
施
設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
よ
り
よ
い

幼
児
教
育
の
た
め
の
施
設
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
行
き
ま
す
。 

商
業
集
積
地
に 

対
す
る
施
策
は 

　
購
買
客
数
1
千
万
人
を
超
え
る

リ
オ
ワ
ー
ル
ド
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド

モ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
商
業
集
積

地
は
、
本
巣
市
に
と
っ
て
多
大
の

税
収
・
人
口
増
・
安
定
し
た
就
業

な
ど
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
の
増
床
計

画
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
。 

開
発
に
対
し
協
力
及
び 

適
切
な
指
導
を
し
ま
す 

内
藤
・
市
長 

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
は
、
他

に
競
合
し
な
い
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
、
寺
院
モ
ー

ル
を
新
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。
開

発
に
於
け
る
事
前
協
議
や
本
協
議

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
つ
つ
協
力
を
し

て
い
き
ま
す
。 

　
農
地
転
用
や
道
路
網
の
整
備
、

環
境
保
全
、
青
少
年
対
策
等
十
分

協
議
し
適
切
な
指
導
を
し
ま
す
。 

市
民
の
税
金
の 

ペ
イ
オ
フ
対
策
は 

　
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
は

1
千
万
円
以
上
の
預
金
の
保
証
が

な
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
税
金
等

の
公
金
の
保
護
は
。 

他
の
自
治
体
と
連
携
を 

密
に
し
国
、
県
の
動
向
を 

踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す 

守
屋
・
収
入
役 

　
２
月
末
の
預
金
額
は
約
81
億
円

で
、
こ
れ
を
７
つ
の
収
納
代
理
機

関
等
で
63
億
円
を
定
期
預
金
に
、

残
り
を
普
通
預
金
で
管
理
し
て
い

ま
す
。
ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
の
公
金

保
護
は
自
己
選
択
、
決
定
、
責
任

が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
的
確
な

情
報
収
集
に
努
め
、
最
善
の
対
応

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

市
の
事
業
計
画
等
で
の
研
究
機
関
の
活
用 

■
２
月
２３
日
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の
火
災
事
故

に
つ
い
て
■
日
当
地
内
の
国
道
沿
い
の
斜
面
崩

壊
監
視
に
つ
い
て
■
も
と
バ
ス
の
運
用
計
画
に

つ
い
て   

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 
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若
原 

敏
郎
議 

員 

山
田 

澄
男
議 

員 

長
谷
川 

勝
彦
議 

員 

吉
村 

優
議 

員 

文
殊
の
森
へ
の
進
入 

道
路
計
画
は 

　
文
殊
の
森
へ
の
合
併
支
援
道
路

計
画
の
調
査
予
算
が
削
減
さ
れ
た

ま
ま
で
す
が
今
後
の
方
針
を
。
公

園
と
し
て
の
設
備
及
び
保
全
が
必

要
で
す
が
今
後
の
方
針
は
。 

事
業
推
進
に
地
元
の 

協
力
を
願
い
た
い 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
進
入
道
路
は
、
市
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。 

　
詳
細
設
計
は
、
今
年
中
止
し
ま

し
た
が
、
今
後
の
事
業
推
進
に
地

元
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
状

を
調
査
し
管
理
人
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

一
般
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル 

今
後
の
方
針
は 

　
一
般
ゴ
ミ
の
内
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
い
物
は
最
終
処
理
場
へ
埋

め
立
て
ら
れ
ま
す
が
、
将
来
に
危

惧
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
方

向
を
。 

排
出
抑
制
、
資
源
と
し
て 

再
利
用
し
循
環
型
社
会
の 

形
成
に
向
け
努
力
し
ま
す 

土
川
・
市
民
環
境
部
長 

　
一
般
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
は
、

住
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
分
別
収
集
の
推
進
・

廃
棄
物
の
再
利
用
に
よ
り
適
正
な
循

環
的
利
用
に
努
め
ま
す
。
そ
の
上
で

処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た
適
正
な
最

終
処
分
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 
学
校
に
安
全
対
策
の
為 

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
等
の
設
置
を 

　
父
兄
・
教
職
員
が
少
し
で
も
安
心

で
き
る
設
備
に
す
る
今
後
の
方
針
を
。 

順
次
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す 

高
橋
・
教
育
長 

　
学
校
施
設
は
、
堅
固
な
防
護
壁

に
囲
ま
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
６
つ
の
小
中
学
校
に
モ

ニ
タ
ー
付
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設

置
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
３
つ
の

学
校
に
設
置
の
予
定
で
す
。
安
全

管
理
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル 

周
辺
の
道
路
整
備
は 

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
北
側
敷

地
約
一
万
坪
に
、
高
野
山
真
言
宗

別
格
本
山
「
八
事
山
興
正
寺
」
の

分
院
を
コ
ア
と
し
た
「
寺
院
モ
ー

ル
」
の
建
設
計
画
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。
平
成
18
年
10
月
オ
ー
プ

ン
と
の
こ
と
で
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
周
辺
市
道
信
号
機

の
設
置
し
て
あ
る
交
差
点
に
右
折

レ
ー
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。
土
・
日

曜
日
は
車
が
渋
滞
し
交
通
安
全
面

か
ら
懸
念
し
て
い
ま
す
。
早
急
の

整
備
が
不
可
欠
と
思
い
ま
す
。 

　
改
良
計
画
の
見
通
し
は
。 

市
道
は
順
次
整
備
、
関
ヶ
原

線
は
県
へ
要
望
し
て
い
く 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
主
要
地
方
道
岐
阜
・
関
ヶ
原
線

は
順
次
４
車
線
化
へ
改
良
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
リ
オ
ワ
ー
ル
ド
周
辺
は
既
に
整

備
さ
れ
、
現
在
は
軽
海
地
内
を
改

良
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
頃
ま

で
に
根
尾
川
大
橋
ま
で
完
成
の
予

定
で
す
。
　
　
　
　 

　
市
道
の
中
央
通
り
は
、
現
在
も

歩
道
の
設
置
・
交
差
点
改
良
等
の

工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
順
次
整

備
を
し
て
い
き
ま
す
。 

　
駐
車
場
を
含
め
た
周
辺
市
道
に

つ
い
て
は
、
開
発
事
業
者
と
の
開

発
協
議
の
中
で
指
導
し
ま
す
。 

▲天神前住宅西交差点 

都
築
紡
績
跡
地
の
問
題
で 

①
本
市
の
規
模
に
大
型
商
業
施
設

が
２
店
、
両
立
で
き
る
か
。 

②
事
業
施
工
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
。 

③
付
近
の
渋
滞
は
、
根
尾
・
本
巣

地
区
の
開
発
に
不
利
で
は
な
い
か
。 

④
２
万
坪
の
購
入
資
金
は
県
の
合

併
支
援
交
付
金
。
効
果
的
な
使

途
と
い
え
る
の
か
。 

メ
ガ
モ
ー
ル
進
出
の
機
会
を 

本
巣
市
の
た
め
に
活
用
し
て 

い
き
た
い 

内
藤
・
市
長 

①
自
由
競
争
の
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ

が
切
磋
琢
磨
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。 

②
地
元
の
雇
用
が
増
進
さ
れ
る
。 

③
多
く
の
来
客
に
対
し
本
市
の
宣

伝
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
た
い
。 

④
土
地
取
得
は
少
な
い
チ
ャ
ン
ス

と
捕
ら
え
た
。
あ
と
は
有
効
活

用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

名
鉄
揖
斐
線
の
廃
線
後
は 

跡
地
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す 

高
橋
・
企
画
部
長 

　
線
路
・
鉄
橋
・
駅
舎
は
立
ち
入

れ
な
い
よ
う
に
廃
止
日
に
遮
断
等
、

警
察
・
名
鉄
な
ど
と
安
全
対
策
を

講
じ
ま
す
。
鉄
道
敷
地
内
の
除
草

等
は
、
名
鉄
が
責
任
管
理
し
ま
す
。 

 

直
面
す
る
課
題
に 

対
応
で
き
る
組
織
体
制 

―
２
人
助
役
制
の
提
案 

　
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
独

立
し
た
組
織
に
担
わ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
既
存
組
織
で
は
縦
割

り
の
弊
害
に
よ
り
、
成
果
が
望
め

ま
せ
ん
。
助
役
の
２
人
制
で
、
１

人
は
県
職
の
知
識
を
生
か
し
、
も

う
１
人
は
地
域
の
住
民
の
声
を
集

約
で
き
る
、
収
入
役
兼
務
の
助
役

の
登
用
で
、
三
位
一
体
へ
の
備
え

や
、
行
政
改
革
の
推
進
を
。 

行
政
改
革
に
本
腰
を
入
れ
ま
す 

内
藤
・
市
長 

　
現
在
、
行
政
改
革
推
進
本
部
を

組
織
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

17
年
度
か
ら
は
企
画
部
総
合
企
画

課
に
、
行
政
改
革
担
当
２
名
を
専

属
に
配
置
し
ま
す
。 

重
要
課
題
事
業
、
一
般
行
政
運
営

を
助
役
・
収
入
役
と
の
連
絡
・
調

整
を
密
に
し
、
地
域
事
情
等
意
見

を
聞
き
な
が
ら
運
営
し
ま
す
。 

環
境
保
全
対
策
は 

　
生
態
系
保
全
型
水
田
整
備
推
進

事
業
、
生
き
も
の
た
ち
の
住
む
水

田
整
備
を
め
ざ
し
、
地
域
の
自
然

環
境
に
対
し
排
水
路
別
地
元
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
爆
発
火
災

事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り
あ

え
ず
は
環
境
へ
の
影
響
は
無
か
っ

た
よ
う
で
す
。
公
害
防
止
協
定
を

締
結
し
て
い
る
事
業
所
で
も
あ
り
、

今
後
の
防
止
策
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

爆
発
事
故
の 

再
発
防
止
を
指
導 

土
川
・
市
民
環
境
部
長 

　
爆
発
事
故
に
つ
い
て
は
３
月
４

日
に
事
故
報
告
及
び
事
故
防
止
策

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

爆
発
事
故
の
消
火
作
業
時
に
は
石

炭
が
混
じ
っ
た
汚
水
が
農
業
用
水

路
に
流
れ
な
い
よ
う
土
袋
を
積
ん

で
対
処
し
ま
し
た
。
今
後
も
再
発

防
止
の
た
め
施
設
・
設
備
の
適
正

な
管
理
と
、
公
害
防
止
協
定
に
基

づ
く
環
境
保
全
に
つ
い
て
指
導
し

ま
す
。 

も
と
バ
ス
の
利
用
状
況 

　
新
市
建
設
計
画
の
最
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
、
安
全
で
便

利
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
立
を
め
ざ
す
「
も
と
バ
ス
」
は
、

誰
も
が
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
開
設
か
ら
の
利
用
状
況
は
不

調
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
の
運
営
方
法
は
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
か
。 

コ
ー
ス
・
ダ
イ
ヤ
の 

再
検
討
も
必
要 高

橋
・
企
画
舞
部
長 

　
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
開

設
以
来
東
・
西
コ
ー
ス
の
合
計
で

４
０
４
５
人
で
し
た
。 

　
商
業
施
設
へ
の
利
用
者
が
多
い

こ
と
や
、
利
用
者
の
少
な
い
バ
ス

停
の
こ
と
を
考
慮
し
、
ま
た
実
証

実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
コ
ー
ス
・

ダ
イ
ヤ
の
再
検
討
も
考
え
て
い
ま

す
。 

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

「
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
今
後
の
活
動
方
針
は
」 

そ
の
他
の
質
問 
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遠
山 

利
美
議 

員 

杉
山 

一
郎
議 

員 

安
藤 

重
夫
議 

員 

国
井 

博
議 

員 

五
六
川
の
黄
金
橋
改
修
は 

　
県
道
美
江
寺
・
曽
井
中
島
線
に

架
か
る
黄
金
橋
は
、
老
朽
化
し
６

ｔ
の
重
量
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
央
橋
脚
部
が
両
岸
橋
脚

よ
り
下
が
る
等
危
険
な
構
造
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
と
し
て
今
後
、
県
に
ど
う
対

処
さ
れ
ま
す
か
。 

地
元
の
協
力
が
あ
れ
ば 

整
備
を
要
望
し
て
い
く 

内
藤
・
市
長 

　
平
成
11
年
に
改
修
計
画
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
地
元
の
調
整
が

で
き
ず
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
協
力
に
よ
っ
て
、
整
備

要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

市
職
員
研
修
派
遣
は 

　
（
財
）
岐
阜
県
市
町
村
研
修
セ

ン
タ
ー
へ
の
派
遣
は
現
在
何
名
で

す
か
。
本
市
の
将
来
を
担
う
職
員

の
研
修
派
遣
は
重
要
と
考
え
ま
す

が
。 

今
後
も
積
極
的
に 

参
加
さ
せ
て
い
く 

内
藤
・
市
長 

　
職
場
外
研
修
に
は
、
階
層
別
に

行
う
一
般
研
修
と
、
専
門
・
実
務

を
行
う
選
択
研
修
が
あ
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
は
前
者
は
19
名
、

後
者
は
18
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

他
に
市
町
村
中
央
職
員
研
修
所
へ

４
名
、
岐
阜
県
広
域
市
町
村
圏
協

議
会
広
域
研
修
へ
４
名
で
す
。
さ

ら
に
平
成
17
年
度
か
ら
は
県
と
の

人
事
交
流
と
し
て
２
名
を
派
遣
し

ま
す
。 

　
今
後
も
、
積
極
的
に
参
加
さ
せ

ま
す
。 

 

斎
場
新
築
計
画
は
あ
り
ま
す
か 

本
巣
市
総
合
計
画
の
な
か
で 

内
藤
・
市
長 

　
新
市
建
設
計
画
に
お
け
る
主
要

施
策
の
「
自
然
に
配
慮
し
た
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
な
か
で
斎
場

建
設
事
業
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。 

　
総
合
計
画
で
実
施
計
画
を
策
定

し
、
施
設
の
建
設
を
進
め
ま
す
。 

屋
根
雪
下
ろ
し
の 

対
応
に
格
差
が
あ
る
が 

　
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
屋
根

雪
下
ろ
し
助
成
制
度
」
の
利
用
者

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
ま
し
た
が
、
雪
下
ろ
し
の

出
来
る
人
は
６
名
し
か
い
ま
せ
ん
。 

　
今
後
の
対
応
は
。 

各
機
関
に
要
請 

中
村
・
健
康
福
祉
部
長 

　
今
回
の
根
尾
地
域
の
雪
下
ろ
し

事
業
へ
の
助
成
金
申
請
は
、
40
件

あ
り
、
そ
の
う
ち
50
％
が
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
雪
下
ろ
し
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。 

　
時
期
が
集
中
し
ま
す
。
豪
雪
時

に
は
災
害
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

市
内
の
関
係
法
人
に
も
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
要
請
を
し
て
い
き

ま
す
。 

 

根
尾
川
の 

河
川
整
備
が
必
要
で
は 

　
上
流
で
は
、
高
尾
・
水
鳥
・
板

所
地
内
等
、
下
流
で
は
、
神
海
・

木
知
原
・
山
口
地
内
等
に
多
く
の

土
砂
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
洪
水

時
の
増
水
に
よ
る
災
害
が
心
配
さ

れ
ま
す
。 

　
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
も
、
堤
防
の
補
強
、
改
修
、

土
砂
の
撤
去
等
の
治
水
対
策
を
図

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

土
砂
災
害
危
険
区
域
図 

等
を
活
用 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
土
砂
災
害
危
険
区
域
図
等
を
活

用
し
、
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区

域
に
つ
い
て
の
危
険
の
周
知
、
警

戒
避
難
態
勢
の
整
備
、
住
宅
地
の

新
規
立
地
の
抑
制
等
、
ソ
フ
ト
対

策
を
、
県
と
と
も
に
推
進
し
た
い

と
考
え
ま
す
。 

本
巣
市
の
発
展
に 

向
け
た
所
見
を 

　
本
巣
市
が
誕
生
し
て
１
年
経
過

し
、
新
市
建
設
計
画
が
順
調
に
軌

道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
中
、
合
併
協

議
会
や
市
政
に
通
算
３
年
間
携
っ

た
新
谷
参
与
の
功
績
に
つ
い
て
、

深
く
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、

県
に
復
帰
す
る
に
当
た
り
、
本
市

の
問
題
点
や
発
展
に
必
要
な
施
策
、

更
に
は
事
務
的
な
問
題
点
に
つ
い

て
、
参
与
の
所
見
を
。 

自
立
で
き
る 

行
政
体
を
目
指
し
て 新

谷
・
参
与 

　
本
市
は
利
便
性
の
高
い
地
域
に 

位
置
し
、
豊
か
な
自
然
を
有
し
て

お
り
、
ま
た
、
活
況
を
呈
す
る
明

る
い
話
題
を
考
え
ま
す
と
、
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
環
境
を
維
持
し
て
い
く
の
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
り
努
力
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
17
年
度
が
本
格
的

ス
タ
ー
ト
の
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、

職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
自
立
で
き

る
行
政
体
制
を
目
指
し
て
邁
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

人
事
交
流
を
活
用
し
た 

効
果
的
な
市
政
運
営
を 

　
三
位
一
体
改
革
が
本
格
的
に
進

展
し
て
い
く
中
、
自
立
で
き
る
自

治
体
を
目
指
す
に
は
、
職
員
の
人

事
交
流
を
通
じ
て
、
県
と
の
連
携

と
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
は
、
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
ま
す
。 

　
三
位
一
体
改
革
に
関
す
る
市
長

の
評
価
と
心
構
え
を
、
人
事
交
流

に
関
し
そ
の
評
価
と
今
後
の
展
開
、

交
流
後
の
本
市
職
員
の
評
価
・
処

遇
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

組
織
の
活
性
化
を
図
り
ま
す 

内
藤
・
市
長 

　
平
成
17
年
度
か
ら
は
、
都
市
計

画
の
見
直
し
と
地
域
開
発
の
推
進

を
図
る
た
め
、
産
業
建
設
部
に
次

長
（
技
術
職
）
を
派
遣
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
事
業
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
の
指
導
、
補
助
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
、
県
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

　
研
修
に
行
っ
て
き
た
か
ら
特
別

昇
給
を
す
る
の
で
は
な
く
、
経
験

を
生
か
し
た
部
署
へ
配
置
し
、
組

織
の
活
性
化
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

東
海
地
震
等
の
耐
震
診
断 

及
び
補
強
の
補
助
金
は 

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

２
階
立
て
住
宅
は
、
震
度
６
の
地

震
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
、

耐
震
診
断
及
び
補
強
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。 

　
国
・
県
・
市
の
補
助
額
は
。 

１
棟
当
た
り
３
万
円
を 

上
限
と
し
て 服

部
・
産
業
建
設
部
長 

　
県
に
登
録
さ
れ
た
岐
阜
県
木
造 

住
宅
耐
震
相
談
士
に
依
頼
し
て
実

施
す
る
場
合
、
国
・
県
・
市
が
そ

の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。 

　
耐
震
診
断
助
成
と
し
て
、
１
棟

当
た
り
３
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
２
で
、

国
１
万
円
、
県
５
千
円
、
市
５
千

円
、
計
２
万
円
を
助
成
し
ま
す
。 

 

ホ
タ
ル
公
園
に 

ト
イ
レ
の
設
置
は 

　
長
さ
4
0
0
ｍ
の
ホ
タ
ル
公
園

に
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
タ

ル
の
時
期
だ
け
で
な
く
、
地
域
老

人
ク
ラ
ブ
の
人
達
の
奉
仕
作
業
で

も
、
ト
イ
レ
の
な
い
事
に
困
っ
て

い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
設
置
は
出
来

ま
せ
ん
か
。 

現
行
ど
お
り
仮
設
で
対
応 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
平
成
21
年
頃
に
、
こ
の
地
域
の

下
水
道
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
当
面
は
、
現
行

ど
お
り
仮
設
ト
イ
レ
で
の
対
応
と

し
、
そ
の
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。 

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

▲屋根雪下ろし 



11 10

高
橋 

秀
和
議 

員 

三
島 

智
恵
子
議 

員 

上
谷 

政
明
議 

員 

出
村 

宏
行
議 

員 

職
員
及
び
職
場
の
活
性
化
は 

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
及

び
行
政
効
率
の
向
上
は
、
ど
の
地

方
自
治
体
に
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
職
員
及
び
職
場
の

活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

①
取
り
組
み
の
成
果
は
。 

②
人
事
に
対
し
て
の
取
り
入
れ
は
。 

職
員
の
基
礎
能
力 

向
上
を
図
り
ま
す 

高
木
・
助
役 

①
職
務
に
対
す
る
職
員
の
意
欲
や

人
事
異
動
の
際
、
本
人
の
希
望

に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
考
ま
す
。 

②
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
一
定

期
間
の
計
画
的
な
、
職
務
経
験

を
さ
せ
る
「
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
異
動
制
度
を
取
り

入
れ
、
職
員
の
基
礎
能
力
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

契
約
（
随
意
契
約
）
は 

　
本
巣
市
に
な
り
、
事
業
の
拡
大 

に
よ
り
事
業
契
約
件
数
も
、
膨
大

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
管
財
係

で
扱
う
、
一
括
入
札
以
外
の
随
意

契
約
に
つ
い
て
の
流
れ
は
。 

請
求
が
あ
れ
ば
、 

情
報
公
開
を
行
い
ま
す 

溝
口
・
総
務
部
長 

　
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、
各
担

当
部
局
で
、
市
内
業
者
を
優
先
に

２
者
以
上
の
選
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
見
積
書
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、

随
意
契
約
見
積
書
一
覧
表
に
記
録

し
契
約
者
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
予

定
価
格
が
２
５
０
万
円
以
上
の
も

の
は
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
随
意

契
約
に
つ
い
て
は
公
表
し
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
情
報
公
開
の
請

求
が
あ
れ
ば
、
公
開
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

  
組
織
機
構
改
革
は 

　
本
巣
市
の
公
共
施
設
は
、
現
在

各
部
の
管
理
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
部
課
に
集
合
し
、
施
設
管
理
を

行
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。 

効
率
的
管
理
が
必
要 高

木
・
助
役 

　
施
設
管
理
は
、
行
政
目
的
に
沿

っ
て
、
効
率
的
に
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
も
行
政
財
産
は
各
担
当
部

局
、
普
通
財
産
は
財
政
課
で
管
理

し
て
い
き
ま
す
。 

耐
震
補
強
は
早
期
実
施
を 

　
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
の
必
要

性
は
大
き
い
。 

　
ま
た
、
避
難
所
の
関
係
も
あ
り
、

早
期
実
施
が
出
来
ま
せ
ん
か
。 

毎
年
2
ヵ
所
を
耐
震
診
断 

高
木
・
助
役 

　
耐
震
診
断
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
施
設
で
、
28
ヵ
所
が
避
難
所
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
耐
震
補
強
済

の
施
設
は
４
ヵ
所
、
基
準
に
適
応

し
て
い
る
施
設
は
、
３
ヵ
所
で
す
。 

学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
毎
年
、
２
ヵ
所
の
耐
震
診
断

を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
、

耐
震
診
断
計
画
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。 

▲耐震補強をした席田小学校体育館 

名
鉄
揖
斐
線
の
踏
切
の
改
良

計
画
は 

　
根
尾
川
左
岸
の
踏
切
廃
止
後
の

道
路
改
良
計
画
は
。 

拡
幅
等
に
よ
る
安
全
の
確
保
に 

高
木
・
助
役 

　
堤
防
道
路
に
余
剰
地
も
あ
り
ま

す
が
、
国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流

河
川
事
業
所
と
の
協
議
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
関
係
機
関
も
含
め
て

協
議
し
、
拡
幅
等
に
よ
る
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。 

 

各
団
体
へ
の
支
援
、
援
助
は 

　
補
助
金
の
削
減
に
代
わ
る
、
各

団
体
に
対
す
る
支
援
策
、
援
助
策

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
対
応
は
。 

利
用
し
や
す
い
料
金
に 

内
藤
・
市
長 

　
各
施
設
使
用
料
を
見
直
し
、
使

用
料
の
統
一
を
図
る
中
で
利
用
し

や
す
い
料
金
に
改
め
ま
し
た
。 

　
支
援
は
、
市
長
の
判
断
で
出
来

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

対
処
し
ま
す
。 
 

本
巣
市
の
農
業
政
策
は 

　
広
大
な
農
地
を
持
つ
、
本
巣
市

全
域
を
対
象
と
し
た
土
地
利
用
を

含
め
た
農
業
政
策
を
考
え
て
は
ど

う
で
す
か
。 

優
先
す
べ
き
重
要
課
題
の
一
つ 

内
藤
・
市
長 

　
既
存
の
組
織
、
集
団
の
な
か
で
、

ご
提
案
を
い
た
だ
き
対
処
し
て
い

き
ま
す
。 

 

行
政
組
織
の
見
直
し
は 

　
参
与
職
の
継
続
に
つ
い
て
の
考
え
は
。 

総
合
企
画
課
、 

行
政
改
革
担
当
を
配
置 

内
藤
・
市
長 

　
合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
の
廃
止
、

係
の
統
廃
合
、
特
定
事
務
推
進
の

た
め
の
担
当
の
配
置
等
、
行
政
組

織
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。
行

政
改
革
大
網
を
策
定
す
る
た
め
、

行
政
改
革
担
当
を
配
置
し
て
推
進

を
図
り
ま
す
。 

 

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
置
は 

　
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
、
準

備
室
を
設
置
し
、
本
巣
市
全
域
を
対

象
と
し
て
進
め
て
は
ど
う
で
す
か
。 

平
成
22
年
を
目
標
に
ク
ラ
ブ

の
設
立
を
目
指
す 

内
藤
・
市
長 

　
国
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

老
人
福
祉
の
充
実 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限 

さ
れ
利
用
料
が
上
が
る
一
方
、
保 

険
料
の
ア
ッ
プ
も
予
測
さ
れ
ま
す
。 

制
度
改
悪
を
し
な
い
よ
う
国
に
働

き
か
け
る
こ
と
、
市
独
自
の
対
策

が
必
要
で
す
。 

①
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
措
置 

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
適
正
な
職

員
配
置
の
指
導 

③
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
に
つ
い

て
考
え
は
。 

国
へ
の
働
き
か
け
は
つ
づ
け
る 

内
藤
・
市
長 

①
保
険
給
付
費
が
13
年
度
と
比
べ

て
1
3
2
％
と
増
え
て
お
り
、

市
独
自
で
は
困
難
で
す
。 

②
も
と
す
広
域
連
合
で
指
導
し
ま
す
。 

③
事
務
局
職
員
を
配
置
。
更
に
、

自
立
に
向
け
た
組
織
と
し
て
活

動
さ
れ
る
よ
う
な
支
援
は
継
続

し
ま
す
。
国
に
は
こ
れ
ま
で
も

意
見
を
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
続
け
ま
す
。 

 

「
合
併
し
な
い
ほ
う
が
良
か
っ

た
」
と
い
わ
れ
な
い
た
め
に 

　
市
政
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を

求
め
る
に
は
、
市
民
へ
の
説
明

と
き
め
細
か
い
対
応
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。 

①
団
体
補
助
金
カ
ッ
ト
の
根
拠
と
、

理
解
を
求
め
る
手
立
て
は
。 

②
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う

保
障
し
ま
す
か
。 

合
併
協
議
の
す
り
合
わ
せ
事
項 

は
調
整
し
な
が
ら
す
す
め
る 

内
藤
・
市
長 

①
16
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
85

％
と
予
想
さ
れ
、
経
費
の
大
幅

な
削
減
が
必
要
で
す
。
補
助
金

カ
ッ
ト
は
そ
の
方
策
の
一
つ
で
す
。

各
種
団
体
に
ご
理
解
を
い
た
だ

く
よ
う
、
引
き
続
き
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。 

②
合
併
協
で
の
す
り
あ
わ
せ
事
項
は
、

各
部
署
で
調
整
し
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。 

 

「
施
設
管
理
を
効
率
的
に 

　
建
物
・
設
備
な
ど
の
保
守
点
検

や
管
理
の
多
く
を
、
外
部
に
委
託

し
て
い
ま
す
。 

　
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
し

て
「
専
門
職
が
配
置
で
き
る
」
と

何
度
も
聞
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
市
職
員
で
対
応
で
き
る
部
分
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

専
門
的
な
知
識
・
技
術
・ 

資
格
が
必
要
な
の
で
無
理 

高
木
・
助
役  

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 
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浅
野 

英
彦
議 

員 

宮
川 

久
夫
議 

員 

道
下 

和
茂
議 

員 

竹
中 

光
夫
議 

員 

県
道
藤
橋
〜
根
尾
線
（
通
称
・

徳
山
街
道
）の
整
備
促
進
は 

　
西
美
濃
夢
回
廊
の
一
路
線
で
も

あ
る
、
こ
の
路
線
の
整
備
促
進
を

図
り
徳
山
ダ
ム
と
組
み
合
わ
せ
た

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
で
の
交
流
人

口
の
増
加
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
路
線
の
整
備
促
進

の
要
望
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。 

整
備
推
進
を
要
望 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
未
改
良
区
間
に
つ
い
て
は
、
現

在
計
画
は
無
い
と
の
揖
斐
建
設
事

務
所
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
国
道
１
５
７
号
は
も
と
よ
り
、

藤
橋
〜
根
尾
線
に
つ
い
て
も
、
今

後
も
整
備
促
進
を
図
る
た
め
、
要

望
活
動
を
進
め
ま
す
。 

 

森
林
の
公
益
的
機
能
評
価
し

山
林
整
備
の
促
進
を 

①
機
能
評
価
し
た
森
林
整
備
の
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
整
備
状

況
は
。 

②
多
種
多
用
な
補
助
や
交
付
金
制

度
を
精
査
し
、
最
大
限
活
用
し

た
予
算
措
置
は
。 

③
整
備
の
重
要
性
を
山
林
所
有
者

に
十
分
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
啓

蒙
活
動
の
予
算
措
置
、
ま
た
、

事
業
者
へ
の
指
導
は
。 

有
効
か
つ
有
利
な 

施
策
に
つ
い
て
研
究 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

①
各
種
補
助
・
交
付
金
事
業
で
山

林
整
備
を
進
め
て
お
り
引
き
続

き
進
め
ま
す
。 

②
多
岐
に
わ
た
る
制
度
は
、
県
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
有
効
か

つ
施
策
に
つ
い
て
研
究
し
、
取

り
組
み
ま
す
。 

③
補
助
に
よ
り
、
所
有
者
負
担
は

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
啓
蒙
す
る
上
に
お
い
て
も
、

事
業
者
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。 

 

市
の
観
光
協
会
の
設
立
は 

　
市
域
の
観
光
資
源
・
交
流
施
設
・

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
対
外
的
に
も
広

く
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

観
光
協
会
の
設
立
の
考
え
は
。 

商
工
会
合
併
後
に 

内
藤
・
市
長 

17
年
度
特
別
会
計
へ
の 

繰
入
金
は
妥
当
か 

一
、
農
業
集
落
排
水
・
簡
易
水
道
・

公
共
下
水
道
特
別
会
計
に
、
一

般
会
計
か
ら
6
億
6
2
2
4
万

円
が
繰
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①
一
般
会
計
で
負
担
す
べ
き
基
準

額
を
超
え
る
分
は
。 

②
特
別
会
計
の
主
旨
か
ら
、
会
計

内
で
収
支
を
合
わ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。 

③
超
過
繰
入
れ
を
決
定
す
る
の
は

誰
か
。 

二
、
国
保
・
老
人
医
療
特
別
会
計

へ
も
6
億
8
6
6
5
万
円
余
が

繰
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
準

範
囲
内
の
運
用
と
な
っ
て
い
ま

す
か
。 

安
定
し
た
事
業
運
営
に
必
要 

林
・
上
下
水
道
部
長 

土
川
・
市
民
環
境
部
長 

一
、
上
・
下
水
道
会
計
は 

①
農
集
排

―
6
0
8
6
万
3
千
円 

　
公
共
下
水
―
3
2
9
6
万
7
千
円 

②
独
立
採
算
と
は
い
え
、
下
水
道

事
業
は
住
環
境
整
備
と
い
う
一

般
行
政
と
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
。
下
水
は
小
規
模
の
た
め

維
持
管
理
費
が
多
く
か
か
り
ま

す
。
水
道
は
市
内
に
広
く
点
在

し
小
規
模
で
老
朽
施
設
も
あ
り

ま
す
。
繰
入
れ
で
安
定
し
た
事

業
運
営
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

③
市
の
判
断
で
議
会
に
提
案
し
、

議
決
を
持
っ
て
執
行
し
ま
す
。 

二
、
国
保
会
計
―
法
定
繰
入
1
億

8
4
6
9
万
円
、
そ
の
他
繰
入

1
億
8
7
7
7
万
円
余
で
す
。 

　
　
そ
の
他
繰
入
れ
は
、
急
激
な

負
担
増
を
避
け
る
た
め
計
画
的

に
繰
入
れ
る
も
の
で
、
合
併
協

議
で
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 

コ
ス
ト
計
算
書
の
作
成
を 

　
資
産
・
負
債
を
厳
し
く
管
理
し
、

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ

く
、
早
期
に
作
成
す
べ
き
で
は
。 

取
り
組
み
を
検
討 溝

口
・
総
務
部
長 

神
海
自
治
会
内
の 

広
大
な
土
地
の
今
後
は 

　
神
海
地
内
に
、
農
地
が
1
万
㎡
、

雑
草
地
・
原
野
約
６
万
４
千
㎡
と

言
う
土
地
が
、
管
理
も
さ
れ
な
い

で
荒
地
と
し
て
、
30
年
以
上
も
放

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
地
が
有
効

利
用
さ
れ
、
地
域
の
環
境
整
備
さ

れ
る
事
を
望
ん
で
い
ま
す
。
市
と

し
て
地
権
者
に
ど
の
よ
う
に
指
導

さ
れ
ま
す
か
。 

活
用
の
検
討
を
考
え
て
い
る 

高
橋
・
企
画
部
長 

　
神
海
地
内
の
大
宗
農
場
跡
地
約

9
ha
は
、
旧
本
巣
町
の
時
か
ら
工

場
用
地
と
し
て
検
討
し
、
農
村
地

域
工
業
等
導
入
地
域
の
指
定
を
受

け
、
農
業
と
工
業
等
と
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
よ
う
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。 

　
企
業
進
出
に
伴
う
問
い
合
わ
せ

は
幾
社
か
あ
り
ま
し
た
が
、
合
意

に
至
ら
ず
、
土
地
が
荒
廃
し
て
い

る
状
況
で
す
。 

　
ど
の
よ
う
な
活
用
が
適
切
で
あ

る
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

▲七五三地内の井ノ口会、建設工事現場 

福
祉
施
設
に
入
所
待
ち
の 

高
齢
者
は 

　
先
日
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
お
り
ま
し
た
ら
、
老
人
の
介

護
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
、
入

所
待
ち
の
方
が
、
全
国
で
30
数
万

人
も
お
ら
れ
る
と
云
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
市
に
お
い
て
は
何
名
位
の
方

が
、
待
っ
て
み
え
ま
す
か
。 

19
年
度
末
の
施
設
入
所
希
望

待
機
者
は
無
く
な
る
想
定 

中
村
・
健
康
福
祉
部
長 

　
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
10

月
末
現
在
の
調
査
で
1
7
0
名
の

利
用
者
が
お
ら
れ
ま
す
。 

　
居
宅
で
の
介
護
が
真
に
困
難
な

要
介
護
者
等
に
必
要
な
介
護
が
出

来
な
い
状
況
を
鑑
み
、
優
先
的
又

は
、
緊
急
的
な
入
所
で
き
る
よ
う

に
、
も
と
す
広
域
連
合
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
優
先
入
所
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
七
五
三
に
建
設
中
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
完
成
す
れ
ば
、
計

画
上
で
は
19
年
度
末
に
は
、
待
機

者
が
無
く
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
。  

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

▲大宗農場跡地 
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鵜
飼 

静
雄
議 

員 

安
藤 

次
郎
議 

員 

高
橋 

一
議 

員 

西
部
連
絡
道
路
は 

　
平
成
17
年
度
工
事
計
画
予
定
、

ど
の
位
進
め
ら
れ
る
か
。
連
絡
道

路
の
計
画
の
、
北
側
、
関
ヶ
原
線

ま
で
、
約
2
0
0
ｍ
の
改
良
計
画
は
。 

18
年
度
以
降
の
改
良
計
画 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
平
成
17
年
度
の
事
業
計
画
は
、

用
地
取
得
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と

も
に
、
本
年
度
用
地
取
得
が
ほ
ぼ

完
了
し
て
い
る
地
区
（
小
柿
地
区

1
0
0
0
m
、
国
道
３
０
３
号
線

前
後
）
か
ら
工
事
施
工
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
道
３
０
１
８
号
線

（
2
0
0
ｍ
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
度
に
測
量
設
計
を
行
い
、

平
成
18
年
度
以
降
の
改
良
計
画
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
。 

 

（
仮
称
） 

南
部
ふ
れ
あ
い
会
館
は 

　
旧
真
正
町
と
地
元
で
交
わ
さ
れ

て
い
る
公
文
書
の
回
答
は
、
「
地

元
の
皆
様
の
要
望
を
十
分
に
取
り

入
れ
な
が
ら
、
町
財
政
厳
し
い
折

で
す
が
、
建
設
を
致
し
ま
す
。
」

と
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
建
設
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
頂
け
ま
す
か
。 

誠
意
と
責
任
を
持
っ
て
対
応 

内
藤
・
市
長 

　
執
行
部
内
で
は
所
管
部
も
定
め
、

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
策
定
に

向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
、
建
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
早
期
に
示
し
つ
つ
、
施

設
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
要
望
を

可
能
な
限
り
採
り
入
れ
な
が
ら
、

市
の
考
え
方
に
も
理
解
を
頂
き
、

上
下
水
道
部
に
お
い
て
、
誠
意
と

責
任
を
持
っ
て
対
応
さ
せ
ま
す
。 

合
併
協
議
に
お
け
る
未
調
整

事
項
の
取
り
扱
い
は 

　
本
巣
市
誕
生
か
ら
一
年
が
す
ぎ

ま
し
た
。 

　
合
併
し
た
か
ら
す
べ
て
が
解
決

す
る
も
の
で
な
く
、
行
政
の
ス
リ

ム
化
や
、
事
業
内
容
の
再
検
討
な

ど
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
は
合

併
目
標
の
ひ
と
つ
と
考
え
ま
す
。 

　
施
設
の
相
互
利
用
や
同
様
事
業

の
一
元
化
な
ど
、
合
併
協
議
に
お

い
て
新
市
に
調
整
が
任
さ
れ
た
事

項
が
有
り
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組

み
は
。 市

民
と
協
働
し
て 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す 

内
藤
・
市
長 

　
合
併
協
議
に
お
い
て
「
新
市
に

お
い
て
調
整
す
る
。
」
と
し
た
項

目
に
つ
い
て
は
、
本
巣
市
と
し
て

調
整
し
た
も
の
、
現
在
も
調
整
を

進
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
特
に
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

旧
町
村
ご
と
の
市
民
の
垣
根
を
取

り
払
う
こ
と
や
市
民
と
し
て
の
一

体
感
の
醸
成
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
中
で
市
民
と
協
働
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
、
と
い

う
姿
勢
を
十
分
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、

統
合
等
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。 

幼
・
保
の
あ
り
方
は 

特
別
な
体
制
で 

　
４
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
乳
幼
児
保
育
・

教
育
の
方
向
性
を
確
立
す
る
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
特
別
な
体
制
が

必
要
で
は
。 

総
合
的
に
判
断 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
考
慮 高

木
・
助
役 

　
子
ど
も
に
と
っ
て
い
ず
れ
の
形
態

（
二
元
化
、
一
元
化
）
が
一
番
理
想

か
、
施
設
規
模
も
含
め
総
合
的
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
考
慮
し
ま
す
。 

 

根
尾
地
域
審
議
会
会
長
の 

政
治
活
動
は
問
題 

辞
職
勧
告
も
ふ
ま
え
、
指
導
し

ま
す
。 

内
藤
・
市
長 

　 本
巣
中
駐
車
場
の
経
緯
は 

　
課
題
事
業
に
も
な
っ
て
い
な
い
の

に
い
き
な
り
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
間
の
経
緯
は
。
ま
た
分
譲

住
宅
へ
の
転
用
申
請
が
出
て
い
ま
し

た
が
、
所
有
者
と
業
者
と
の
関
係
が

白
紙
に
な
っ
た
保
証
が
必
要
で
は
。 

日
程
の
調
整
が
つ
か
ず
遅
れ 

内
藤
・
市
長 

堀
部
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長 

　
学
校
行
事
や
体
育
館
の
開
放
時
に
、

今
の
計
画
（
53
台
分
）
で
は
少
な

い
と
の
意
見
が
あ
り
、
所
有
者
と

話
し
た
結
果
、
取
得
可
能
と
判
断

し
ま
し
た
。
日
程
調
整
が
つ
か
ず
、

議
会
へ
の
話
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
（
白
紙
に
の
話
は
）

ご
提
言
を
配
慮
し
ま
す
。 

 

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
の 

見
返
り
は
ど
う
か 

　
本
巣
地
域
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

建
設
に
関
連
し
て
地
元
に
公
民
館

用
地
を
提
供
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
が
市
の
方
針
な
の
か
、
ま
た

今
後
に
影
響
は
。 

旧
町
村
の
約
束
事 

高
木
・
助
役 

　
旧
本
巣
町
と
山
口
自
治
会
が
交

わ
し
た
約
束
の
履
行
で
す
。
今
後
は
、

地
元
に
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。 

一
　
般
　
質
　
問 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●一般質問● 

市民と共に 

▲うすずみレセプション根尾中のオカリナ演奏（4月12日） 

▲白山神社の能狂言（4月13日） 日当大橋三代渡初め（3月25日） ▲
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委員会活動 市議会には4つの常任委員会があります。 
今回は3月23日までの活動の主なものを報告します。 
市議会には4つの常任委員会があります。 
今回は3月23日までの活動の主なものを報告します。 

常任委員会 
（３月１７日） 

総　務 
常任委員会 
（３月１７日） 

総　務 

17年度一般会計予算（審議） 

審査付託案件 

1.人事行政の運営等の状況に関する条例（職員配置、勤務状況等の公表） → 全員賛成 
　個人情報保護に配慮するようにという意見があり。 

2.部設置条例の一部改正（林業部を新設） → 全員賛成 

3.支所設置条例の一部改正（根尾総合支庁 → 根尾総合支所） → 全員賛成 

4.職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 → 全員賛成 

5.支所設置条例の一部改正に伴う関係条例の整備 → 全員賛成 

6.常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 → 賛成多数 
　一部の職員を条例からはずすこと・報酬の全面引き下げに疑問という意見があった。 
 

地方交付税算定の根拠は。 
普通交付税―国の動向から101％、特別交付税― 
16年は係数の50％、17年は30％なので減額。 
防災ハザードマップ作成補助金の基準は。 
国・県は1／３の100万円ずつ、市の負担100万
円の合計300万円で作成。 
消防債の内訳は。 
防火水槽を５基設置（糸貫 １、本巣 １、根尾 ３）。
預金の預け先の数と、ペイオフ対策は。 
西濃信用金庫と収納代理機関 ７。 
自己資本率８％以上を基準としており、半期に一
度経営状況を提出させている。 
市の財政力指数は。 
１６年度（単年度）0．765、３年平均は 0．693。 

臨時職員の賃金が減った理由は。 
職員数の減と単価の見直し。一般会計…昨年
比3569万円の減、特別会計…２名減らし250万
円の減。 
ホームページ管理システムリース料とは。 
これまで企画でまとめて更新していたが、これから
は各課で更新できるシステム。 
自治会活動補助金が減ったわけは。 
交付基準を変更した。 
（1,970円／世帯 → 1,800円／世帯） 
消防の備品購入費の内訳は。 
旧町村ごとに、防災用資材を配備―800万円、 
有毒ガス検知器…170万円。 
 

・市議会委員会条例の一部改正（市の、部・支所設置に伴う改正）委員会提案を決定。 
◎13時から現地視察（５箇所）を行った。 

その他 

▲総務常任委員会風景 

常任委員会 
（３月１8日） 

環境福祉 
常任委員会 
（３月１8日） 

環境福祉 

17年度一般会計予算（審議） 

審査付託案件 

1.福祉医療費助成に関する条例の一部改正（69才医療費無料制度の廃止）―賛成多数 

　・介護保険の負担も増えるので続けてほしい 

　・制度は長い経過がある。合併したので「市らしいことを」と思っている人もあり続けるべき 

　・いつかはやめなければならないから、区切りが必要などの意見あった。 

2.1７年度国民健康保険・老人保険医療特別会計予算 → 全員賛成　 

ストックヤード整備工事費　 
4400万円は、上物もふくむのか。 
7,000㎡の土地造成と、建物の費用。 
環境総合調査委託料は何に使うのか。 
水質・臭気の調査などを行う。16年度は河川の
水質…27、浄化槽放流水…12、工場排水…8、
廃棄物処理場排水…3、飲料水水質…2、臭気
…9、臨時水質・悪臭…５の調査を実施。 
「自然応用科学」の悪臭調査は行ったか。 
地元と話し合いをしたか。 
①２回実施。基準以下だった（アンモニア・硫化
系）。 
②協定が結ばれているがゆるい。改めて、市・企
業・自治会を交えて協定をむすぶ。 

大宗農場跡地の有効利用を市に申し入れて
あるが放置のまま。監視員にも厳しく伝えて
もらいたいが。 
現状では望ましくない。除草の指導はしているが、
今後も監視が必要。 
有効利用は、所有者に働きかける。 
施設支援費の内訳は。 
知的障害……42人、身体障害……10人。（居
宅の障がい者は46人） 
保育園・幼稚園の統一をどう思うか。 
国は幼保一元化の方向だから、統一したいと思
うが、保護者の理解が先決。 
井ノ口会特養建設補助金の内訳は。 
国 ― 1／2、県 ― 1／4、市 ― 1／4の割合で
補助。人口割…43％、財政力割…57％で、16
年度3割、17年度7割を負担。 

・ 「障がい者自立支援給付法案の改正を求める意見書」……委員会提案することを決定。 
◎11時～14時まで現地視察（３箇所）を行った。 

その他 

▲住友大阪セメントを視察する委員 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●委員会活動● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●委員会活動● 



常任委員会 
（３月２３日） 

産業建設 
常任委員会 
（３月２３日） 

産業建設 
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委員会活動 

常任委員会 
（３月22日） 

文　教 
常任委員会 
（３月22日） 

文　教 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●委員会活動● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●委員会活動● 

17年度一般会計予算（審議） 

審査付託案件 

1.市立公園条例（都市公園は条例が必要なため） → 全員賛成 

2.小口融資条例の一部改正　→　全員賛成 

3.道路占用料等徴収条例の一部改正 → 全員賛成 

4. 手数料徴収条例の一部改正　→ 全員賛成 

5.17年度簡易水道・農業集落排水・公共下水道特別会計予算、水道事業会計予算　→ 全員賛成 

　・下水工事の舗装復旧は、業者まかせだと企業毎に異なるのでマニュアル化を。 

　・下水工事の（段階毎の）立会いも業者に委託しているのか（Aー職員だけで間に合わないときは管理業者に委託） 

などの意見あった。 

ぎふクリーン農業関係補助の詳細と周知は。 
新技術支援……コンコールマルチによる水稲栽
培、いちご・梨・柿の天敵導入団体に補助。 
流通支援……冷凍米格納庫（法人）、草刈機・
トラクター・コンバイン・田植機の導入団体に補助。 
担い手関係者、営農組合には、現地に出かけて
話し合いをしている。 
変わりつつある農政、５～６年で完成させねば
ならない上下水道の職員が少ない。 
職員は370人だが、1割カットの予定。今の人員
で頑張ってもらわねばならない。 
除草の委託料がふえた理由、老人クラブ・自
治会・ボランティア委託の実態は。 
委託料増は１つにまとめたため。老人クラブなど
に委託する分は従来どおり。 

健康で豊かな学校給食支援事業とは何か。 
県内産の米、豆、果実を利用すると、県農協中
央会・県・市が１／３づつ学校給食会に補助す
る、地産地消をすすめる事業。 
西部連絡道の路肩はＬ型よう壁などに。土端
は除草が大変。 
県が認める基準で工事する。 
断層展望台について、市の立場で論議したか。 
財源は不均一課税ときいていたが、合併特例
債が使われるのはなぜか。 
旧根尾村で計画され、合併協儀で教育委員会
の立場で提案した。合併時下の順位にあったの
で、不均一課税を当てることになった。 
特例債を利用するかどうかは、市当局の判断に
まかせてもらうことが了承されている。 

◎9時～11時20分　現地視察（5箇所）を行ないました。 

▲桜橋歩道橋工事現場を視察する委員 

17年度一般会計予算（審議） 

審査付託案件 

1.体育施設条例の一部改正（利用料を基準で統一）――全員賛成 

2.学校体育施設開放条例の一部改正（名称・利用料の変更）――全員賛成 

3.文化財保護条例の一部改正（民俗技術を追加）――全員賛成 

日本スポーツ振興センターの収支とは何のことか。 
学校でのケガなどの保険。在校時・登下校・校
長がみとめた部活などが該当。 
掛け金 ― 小中学生 945円（420円）、幼稚園
児 295円（200円）、保育園児 375円（200円） 
※1人あたりの金額。（　）内は保護者負担分。 
留守家庭児童がふえているが、定員はきまっ
ているか。指導員は「35名以上3名」という
条例しかないが、どうするのか。 
本巣……19人→31人に、糸貫……24人→49
人に、弾正……16人→22人に、真桑……24人
→29人になる。 
定員は決めていないが、施設等をかんがえて検
討する。子どもセンターはもう１部屋使えるが、他
の施設は34人以上は無理。 
幼保の統一について、市長部局で対応せよと
提案したが実行しないのか。 
職員の研究会で、旧町村の現状把握、長所・短
所・問題点などを検討している。 
担当職員に任せていてもいけないので、検討委

員会などの対応が必要だと思う。 
通学路の安全性は、いまは交通面だけでは不
十分。再検討しては。 
危機感をもって見直す。 
教育相談の実態は。 
総括指導員が核になって、教育相談員を各学校
に配置。不登校も１／２に減った。 
今後も特別支援体制を整え、きめ細かい支援・
教育を行っていく。 
施設の館長を職員が兼任するなら、条例をか
えたら。 
基本的には、職員の兼任にしたい。特に土日に
問題がないか、様子をみている。 
インリーダー研修（キャンプ）の実施方法、保護者
負担は。 
市一本で、支部方式をとって従来の行事を継続
している。キャンプは子ども会の代表を集めて実
施。負担は500円／人で、400円は支部へバック
している。 

・ 「３０人以下少人数学級の実現を求める意見書」……賛成少数で不採択 
・ 「義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書」……賛成少数で不採択 
◎9時～10時20分　現地視察（2箇所）を行った。 

その他 

子どもセンターを視察する委員（左）と 
同センターで遊ぶこどもたち（上） 
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17年度予算決まる 
今議会で決まった主な議案をお知らせします 

◎一般会計予算・・・175億6000万円（賛成43、反対3） 

○ 都築紡績跡地に建設予定の大型ショッピングセンター関連事業 
　・ 周辺の道路、橋の整備事業 11億2620万円 
　・ 樽見鉄道新駅整備事業 5733万円 
　　（注：事業費は開発業者の負担。跡地の開発に関わる協定書・覚書が３月３１日、業者と市の間で交わされました。） 
○ 都築紡績跡地用地取得　2万坪 7億7500万円 
 　　　〃　　　 建物解体撤去工事 2億円 
○ 多目的広場整備（スポーツプラザ糸貫川沿い）  2億1686万円 
○ ストックヤード整備（本巣地域・山口） 1億4900万円 
○ 防災行政無線整備  4億3628万円 
　（注：３年間の事業で、総額１５億６６００万円） 

○ 本巣中学校建設（16,17年度事業）  7億4045万円 
　 　　〃　　駐車場整備（新体育館南） 7523万円 

○ 各種団体への補助金削減　　　　1億7210万円→1億5288万円 
　１６年度の補助金が１００万円以上 １５％ 
 ５０万円～１００万円 １０％ 
 ５０万円未満 ５％ 
○ 非常勤特別職の月額報酬見直し　2億2177万円→2億　 66万円 
○ 日々雇用職員の賃金見直し　　　2億　434万円→1億6864万円 
○ 「ほたるまつり」と「げんげ祭り」を統合し、「花と蛍祭り」に。 

◎国民健康保険特別会計 国保事業　27億円 
　　　（全員賛成） 診療所関係　3億7800万円 
 　超音波装置、X線テレビシステム等購入 

◎老人保健医療特別会計 32億7000万円（全員賛成） 
　　　（全員賛成） 

◎簡易水道特別会計 3億円（全員賛成） 
　　　（全員賛成） 　工事費＝約7400万円（根尾、本巣地区） 

◎農業集落排水特別会計 18億1200万円（全員賛成） 
　　　（全員賛成） 　工事費＝真正地区の約11億円、神海地区の約2.5億円 

◎公共下水道特別会計 6億9400万円（全員賛成） 
　　　（全員賛成） 　工事費＝約3億円（本巣地区） 

◎水道事業会計 業務予定量 
　　　（全員賛成） 1.給水戸数  ６,４５０戸 
 2.年間給水量 ２,４１８,７００m3 
 3.一日平均給水量 ６,６２７m3 
 4.建設改良工事費 約４億６４００万円 
 
◎教育委員会委員の任命（全員賛成） 
　新たに堀部邦雄さん（石原）を教育委員に選ぶもの 

◎部設置条例の一部改正（全員賛成） 
　産業建設部から「林政部」を独立させるもので、根尾総合支所に配置 

◎支所設置条例の一部改正（全員賛成） 
　「根尾総合支庁」を「根尾総合支所」に改めるもの 

◎非常勤特別職の報酬・費用弁償条例の一部改正（全員賛成） 
　報酬の見直しを図るもの 

◎福祉医療費助成条例の一部改正（賛成４２、反対３） 
　６９歳老人の医療費助成を、県の打ち切りに合わせて廃止するもの 

◎体育施設条例の一部改正（全員賛成） 
　名称の変更や使用料の統一を図るもの 

◎市道路線の認定及び廃止について（全員賛成） 
　都築紡績跡地の商業施設周辺の道路等整備するもの 
 

経費の削減 

主な内容 

（22ページにつづく） 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●17年度予算決まる● 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
●17年度予算決まる● 

▲新築なった本巣中学校体育館 
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議会議員 活動日誌 （20ページより） 

◎16年度補正予算＜一般会計・特別会計・事業会計＞（全員賛成） 

◎都築紡績跡地の商業施設周辺整備 

一般会計 

国民健康保険（事業） 

老人保健医療 

簡易水道 

農業集落排水 

公共下水道 

上水道事業（建設） 

△4億8569万円 

△1億  945万円 

△6892万円 

△1億2022万円 

△542万円 

△2746万円 

390万円 

156億9773万円 

29億8062万円 

31億7412万円 

8億3325万円 

23億6121万円 

10億7561万円 

3億6765万円 

 

補正額 補正後の額  
第1回本巣市計画審議会 

土岐市制50周年記念式典 

あしたの会フェスティバル 

平成17年第1回もとす広域連合議会1日目 

もとす広域連合療育医療衛生常任委員会 

もとす広域連合老人福祉常任委員会 

もとす広域連合総務介護常任委員会 

4農業委員会統合による 

新しい委員会の設置にかかる検討会 

平成17年第1回もとす広域連合議会2日目 

第2回本巣市障がい者計画策定委員会 

建国記念の日奉祝式典 

中津川市合併記念式典 

本巣市青少年育成市民会議役員会 

本巣市国民健康保険運営協議会 

産業建設常任委員会協議会 

本巣市青少年育成市民会議設立総会 

第5回もとす郡森林組合通常総代会 

環境福祉常任委員会協議会 

（社）本巣市シルバー人材センター設立総会 

愛知県佐屋町議会（総務委員会）行政視察（来庁） 

第5回本巣地域情報化計画検討委員会 

議会全員協議会 

例月出納検査 

次世代地域行動計画策定委員会 

議会運営委員会 

産業建設常任委員会協議会 

平成16年度糸貫ことぶき大学閉講式 

平成17年第1回本巣市議会定例会1日目 

議会運営委員会 

議会全員協議会 

卒業式 

平成16年度本巣市スポーツ少年団合同卒入団式 

平成17年第1回本巣市議会定例会2日目 

議会運営委員会 

富有柿の里 

土岐市文化プラザ 

本巣市文化ホール 

 

 

 

 

糸貫分庁舎 

3日（木） 

6日（日） 

 

7日（月） 

8日（火） 

 

9日（水） 

2月 

場　所 内　容 

3月 

10日（木） 

 

11日（金） 

13日（日） 

16日（水） 

 

17日（木） 

20日（日） 

21日（月） 

22日（火） 

23日（水） 

 

 

24日（木） 

25日（金） 

28日（月） 

1日（火） 

4日（金） 

6日（日） 

8日（火） 

 

10日（木） 

11日（金） 

12日（土） 

14日（月） 

真正分庁舎 

岐阜市民会館 

中津川文化会館ホール 

糸貫ぬくもりの里 

本巣公民館 

 

糸貫ぬくもりの里 

根尾文化センター 

 

糸貫ぬくもりの里 

 

本巣すこやかセンター 

 

 

真正分庁舎 

 

 

糸貫ぬくもりの里 

 

 

 

各4中学校 

真正体育センター 

平成17年第1回本巣市議会定例会3日目 

議会運営委員会 

平成17年第1回本巣市議会定例会4日目 

総務常任委員会 

本巣市水田農業推進協議会 

環境福祉常任委員会 

早春淡墨浪漫ウォーク出発式 

（浪漫ウォークは19日、20日両日開催） 

東海環状自動車道及び伊勢湾岸自動車道開通祝賀会 

真桑文楽 

文教常任委員会 

産業建設常任委員会 

卒園式 

卒業式 

佐賀県三瀬村行政視察（来庁） 

大和園認知症高齢者向け施設竣工式 

国道157号日当バイパス開通式 

議会全員協議会 

議会運営委員会 

例月出納検査 

本巣市消防団員入退団式 

卒園式 

本巣市土地開発公社理事会 

カナダ　デボン町訪日歓迎レセプション 

平成17年第1回本巣市議会定例会5日目 

岐阜地域肢体自由児母子通園施設組合議会 

特定非営利活動法人　もとす移送サービス 

わかば（仮称）設立総会 

学校職員服務宣誓式 

平成17年度うすずみレセプション 

平成17年度糸貫ことぶき大学開講式 

岐阜県薩摩義士顕彰会 

織部祭実行委員会 

東海市議会議長会総会 

地域交通検討特別委員会 

富有柿の里 

真正分庁舎 

本庁舎前 

 

美濃加茂市中央体育館 

本郷物部神社 

真正分庁舎 

糸貫分庁舎 

各2幼児園・1幼稚園 

各8小学校 

根尾総合支庁舎 

大和園 

日当地区 

 

 

 

市民文化ホール 

各5保育所 

本巣すこやかセンター 

うすずみ温泉 

 

岐阜市役所 

糸貫ぬくもりの里 

 

真正分庁舎 

淡墨公園 

糸貫ぬくもりの里 

海津市治水神社 

本巣町商工会 

愛知県名古屋市 

15日（火） 

 

16日（水） 

17日（木） 

 

18日（金） 

19日（土） 

 

 

20日（日） 

22日（火） 

23日（水） 

24日（木） 

 

25日（金） 

 

 

 

 

 

27日（日） 

28日（月） 

 

 

29日（火） 

30日（水） 

1日（金） 

 

4日（月） 

12日（火） 

20日（水） 

25日（月） 

26日（火） 

27日（水） 

3月 

4月 

場　所 内　容 

議会だより 2005年5月1日発行　第6号 本 巣 市 
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新駅予定地 

W=12m
国道157号 

W=9m

子どもセンター 

市購入予定地 

北方 
自動車学校 

糸貫分庁舎 

商業施設建設予定地 
W=12m

W=9m

W=約6m

N

政治倫理要網を制定しました。 

　市長・助役・収入役・議員に関する「政治倫理要綱」が今議会、各常任委員会での協議を経て決まり、

4月1日に施行されました。 

　これは、各々が地位を利用して自己及び特定の者の利益を不当に図らないようにすることが目的で、

次の6項目の政治倫理基準（第2条）を定めています。 

（1）不正の疑いをもたれる金品を授受しないこと。 

（2）政治的・道義的批判を受けるおそれのある企業・団体から寄付を受けないこと。 

（3）市等の許認可・請負に関し、特定の企業・団体のために関与しないこと。 

（4）市等に請負を行う企業の役員に就任することは自粛すること。 

（5）建設工事関係業界団体・市から補助金を受けている団体の役員に就任することは自粛すること。

　  （市が出資する法人、公共的団体を除く。） 

（6）市等の職員採用に関し、その地位を不当に利用しないこと。 

整備予定道路・橋 


